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ご挨拶 
 
産業廃棄物処理業者（中間処理業者）の責務として、弊社がエコアクション 21 の活動に取
り組み始めて今期（31 期）で 4 期⽬を迎えられたことを嬉しく思います。現在の時代にお
いて、環境への配慮や持続可能な開発⽬標への取り組みはますます重要になっています。 
 
私たちは、地域社会や地球環境に貢献することを使命とし、常に最新の技術や知識を取り⼊
れながらより良い未来を築いていくことを誓います。 
 
今期は⽼朽化した重機や⼯場の施設（屋根・通路及び側溝）への投資を優先的に⾏い、労働
環境の改善を図りました。このことから、以前より課題として掲げていた⼯場の⼀部の配電
盤へのインバーター制御導⼊、新商品の開発、篩い装置の改良による増産体制の確保などは
⾒送りましたが、これらについては来期以降の⽬標として、今後も持続可能な経営を確保し
ながら計画的に取り組んでいく所存です。特に、お客様のニーズに合わせた製品開発（国内
向け製品の⼀部をペレット化）についてはインバーター制御よりも優先的に着⼿・実現した
いと考えております。 
 
私たちは地域活動にも積極的に参加し親睦を深め地元の⼈達にも愛される企業としてあり
続ける所存です。今後も引き続き光熱費・燃料費等の削減に努めてまいります。 

  
代表 植村 浩太郎 
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環境経営理念 
広島堆肥プラント株式会社は、⾃然環境の保全が⼈類共通の最重要課題の⼀つであるこ

とを常に認識してその保全に努め、環境に配慮したより良い事業活動を⾏うことを基本理
念とします。 
当社が⾷品産業廃棄物の収集運搬及び有機肥料の製造販売を事業活動の主業務としている
ことを踏まえて以下の環境経営⽅針を定め、⾷品産業廃棄物のリサイクルの推進と循環型
社会の構築に貢献します。 
 
 

環境経営⽅針 
1. 当社の事業活動における環境負荷を明確にし、経済動向を踏まえながら環境経営の継

続的改善を推進し、環境負荷の低減に努めます。 
 
2. 以下の項⽬を重点管理項⽬として環境保全に有効な業務改善を実施します。 

ü ⼆酸化炭素排出量の削減に努める。 
ü ⾃社の廃棄物の削減や受託廃棄物の再資源化に努める。 
ü ⽔使⽤の現状を把握し、⽔使⽤量の削減に努める。 
ü 電気使⽤量の削減、化⽯燃料（ガソリン・軽油）使⽤量の削減に努める。 
ü 製造する堆肥の品質を均⼀に保ち、周辺地域および堆肥が使⽤される農地の環境

配慮を徹底する。 
 
3. 環境関連法規制等の遵守を誓約します。 
 
4. 地域とのコミュニケーションを図り環境保全を推進します。 
 
5. 環境にやさしい有機肥料の製造と、販売を推進します。 

 
 

この環境経営⽅針は全社員に周知します。 
 
 

策定⽇：令和 6年 9⽉ 1⽇ 
代表 植村 浩太郎 
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会社概要 
I. 名称及び代表者名 
 広島堆肥プラント株式会社 
 代表取締役社⻑ 植村 浩太郎 
 

II. 所在地 
 本社・中間処理⼯場   広島県廿⽇市市浅原甲 962-2 
 

III. 環境管理責任者（担当連絡先） 
 ⼤橋 洋稔  TEL  : 0829-72-2410 
 E-Mail : info@htaihiplant.jp 
 

IV. 事業内容 
① 産業廃棄物収集運搬業 
② 産業廃棄物中間処理業 
③ 肥料の販売 

 

V. 法⼈設⽴年⽉⽇ 
 平成 6年 4⽉ 15 ⽇ 
 

VI. 資本⾦ 
 1,000 万円 
 
 
 
 
 
 

mailto:info@htaihiplant.jp
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VII. 事業規模(31 期_2023 年度 実績) 
 売上⾼   ： 245,998 万円 
 廃棄物収集運搬量 ： 17,260 t 
 

 本社（事務所） 中間処理⼯場 収集運搬 計 
従業員数 4名 7 名 8 名 19 名 
延べ床⾯積 103㎡ 7,500 ㎡   

 

VIII. 事業年度（会計期間） 
 7 ⽉〜翌年 6⽉ 
  



 

６ 
 

IX. 実施体制 

 
 

 役割・責任・権限 

代表取締役 l 企業理念・環境理念・環境経営⽅針を決定 

l 代表者による経営における課題とチャンスの明確化 

l 環境管理責任者及び各部⾨責任者の任命 

l 環境経営システムの資源準備 

l システムの評価と⾒直しを⾏い、必要な取り組み事項を環境経営責任者に指⽰ 

l 環境経営活動の評価と指摘と是正確認 

l 社内情報の外部公開可否の決定 

環境管理責任者 l 環境計⽬標及び環境経営計画を承認 

l 環境経営システム全体の構築 

l 環境経営マニュアルの作成と変更 

l 事務局からの報告内容を確認 

l 環境関連法規の確認・整理 

l 緊急時における対応を指⽰ 

l 環境経営全般の運⽤を確認 

l 代表取締役への運⽤状況の報告 

各部⾨責任者 l 各部⾨における教育訓練改⾰の策定及び実施 

l 環境経営⽅針、環境経営⽬標及び環境経営計画を従業員に周知 

l 環境経営⽬標・計画の実⾏及び推進状況の把握を⾏い、事務局へ報告 

l 部署に関する法規制の遵守 
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EA21 事務局 l 環境への負荷の⾃⼰チェック及び環境への取り組みの⾃⼰チェックの実施 

l 環境関連法規制登録⼀覧表の作成 

l 環境経営⽬標、環境経営活動計画書の作成 

l 教育訓練・⽬標計画を策定 

l 環境経営レポートの編集 

l 環境経営システムの運⽤を推進 

l 環境負荷の原因となる活動を特定 

l ⽂書及び記録を管理 

l 外部からの問い合わせに対応 

l 各部⾨責任者からの報告を収集し、環境管理責任者へ報告 

全従業員 l 環境管理責任者、事務局及び当該部⾨責任者の指⽰に基づき⾏動 

 

X. 許可の内容 
イ) 収集運搬業許可 
許可番号 第 03401035312号 
許可の年⽉⽇ 令和 3年 1⽉ 16 ⽇ 
許可の有効期限 令和 8年 1⽉ 15 ⽇ 
許可品⽬ 燃え殻、汚泥、廃油、廃酸(有機物に限る)、廃アルカリ(有機物に

限る)、廃プラスチック類、紙くず、⽊くず、繊維くず、動植物性
残渣、⾦属くず、ガラスくず、コンクリートくず(⼯作物の新築、
改築⼜は除去に伴って⽣じたものを除く)、陶磁器くず、がれき
類及び動物のふん尿(これらのうち廃プリント配線板、廃ブラウ
ン管、鉛畜電池の電極、鉛製の管⼜は板、廃⽯膏ボード及び廃容
器包装を含み、⾃動⾞等破砕物、判定基準に適合しないもの、⽯
綿含有産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物であるものを除く) 

 
ロ) 処分業許可 
許可番号 第 03421035312号 
許可の年⽉⽇ 令和 3年 1⽉ 16 ⽇ 
許可の有効期限 令和 8年 1⽉ 15 ⽇ 
許可品⽬ 汚泥、廃酸(有機物に限る)、廃アルカリ(有機物に限る)、⽊くず、

動植物性残渣、動物系固形不要物及び動物のふん尿(これらのう
ち判定基準に適合しないもの、⽯綿含有産業廃棄物及び特別管理
産業廃棄物であるものを除く) 
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ハ) 普通堆肥 1 号 
登録番号 ⽣第 80450 号 
登録年⽉⽇ 平成 12年 10 ⽉ 1⽇ 
登録の有効期限 令和９年９⽉ 30 ⽇ 
肥料の種類 汚泥発酵肥料 

肥料の名称 ⼤地の糧 
 
 
 
 
 
 

ニ) 普通堆肥 2 号 
登録番号 ⽣第 104758 号 

登録年⽉⽇ 平成 30 年 9⽉ 10 ⽇ 
登録の有効期限 令和 9 年 9⽉ 9⽇ 

肥料の種類 汚泥発酵肥料 

肥料の名称 有機⼊り発酵肥料 2号 
 
 
 
 
 
 

ホ) 産業廃棄物収集運搬⾞両 
⾞種 保存台数 

2ｔダンプ⾞ 1 
3ｔユニック⾞ 1 
4ｔ平ボディ⾞ 2 
6ｔロール⾞ 2 
7ｔロール⾞ 2 
10ｔダンプ⾞ 3 
10ｔバキューム⾞ 1 

合計 12台 
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ヘ) 中間処理⽤重機 
⾞種 保存台数 

フォークリフト 4 
バックホウ 1 
タイヤショベル 4㎥  3 
タイヤショベル２㎥  1 
タイヤショベル 1.5㎥  1 

合計 10台 
 
 

ト) 産業廃棄物処分⽤施設 
中間処理施設の種類 有機性廃棄物資源化施設 
処理する廃棄物の種類 動植物性残渣、有機性汚泥(⾷品⼯業汚泥、下⽔汚泥) 
処理能⼒ 50t/⽇(8h) 
処理⽅式 発酵処理式 

 
 

チ) 処理実績（当年度：2023 年 7 ⽉〜2024 年 6 ⽉・前年度 2022 年 7 ⽉〜2023 年 6 ⽉） 

収集運搬量 17,260 t/年（当年度） 17,436  t/年（前年度） 
中間処理量（再資源化
等） 

17,260 t/年（当年度） 17,436  t/年（前年度） 

再資源化量（中間処理
後・再資源化等） 

3,787  t/年（当年度） 3,001  t/年（前年度） 

 
 

リ) 設備概要 
受⼊設備 原料保管場： 426㎥ 
発酵処理施設 ⼀次発酵場： 2,011㎥ 
熟成発酵施設 ⼆次発酵場： 2,622㎥、 三次発酵場： 478㎥ 
袋詰め設備 ホッパー、計量器付き袋詰め機、アームロボット、ラッピン

グ機 
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 （廃棄物の中間処理・堆肥化フロー図） 

 
 

ヌ) 認証・登録の対象組織・活動 
登録組織名：広島堆肥プラント株式会社 
対象事業 ：全事業、全活動(事務、中間処理⼯場) 
活動   ：産業廃棄物の収集運搬業と中間処理業 
      肥料販売 
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主な環境負荷の過去値 
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中⻑期⽬標 
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実施運⽤期間中の実績 
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I. エネルギー使⽤量の⽬標と実績の⽐較グラフ 

 

 
 
 

 

 

軽油使用量 
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II. 環境経営計画及び取組結果とその評価、次回の取り組み内容 
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III. 次年度以降の環境経営⽬標 
12 ページの「中⻑期⽬標」の項⽬の表の 32 期以降に関する記載を参照してください。 
 

IV. 環境関連法規の遵守状況の評価 
当期においても 12項⽬の法令に遵守し、違反はありません。なお、関係当局より違反等の
指摘はありません。 
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代表者による全体の評価と⾒直し・指⽰ 
 
私たち広島堆肥プラント株式会社は、原材料の収集運搬、堆肥の製造業及び販売業を営んで
おり、環境に配慮した持続可能な経営を⼤切にしています。私たちは以下のような取組を⾏
っています。 
 
・廃棄物のリサイクル 
⾷品製造業等の製造プロセスから⽣じる廃棄物や、下⽔処理施設の下⽔汚泥等の再利⽤を
推進しています。リサイクル（堆肥化）による資源保護を実現することで、環境への負荷を
軽減しています。 
 
・地域イベントの参加 
地域の⾏事・イベントに参加し、地域コミュニティとの交流を深めながら、環境保護の重要
性を追求します。 
 
・経営⾯での調達と今後の展望 
安定した原材料調達を⽬指します。有機肥料の原材料となる脱⽔汚泥等の確保において、持
続性を維持することが重要です。原材料調達量の安定化と製品の品質管理に努め、社会的な
要請に応えていきます。 
 
・市場の拡⼤と競争⼒強化 
有機肥料の需要が増加する中、競争⼒を維持・強化するために、製品の品質向上や新たな市
場への進出に取り組んでいます。持続可能性と競争⼒の両⾯を追及することが、今後の展望
において重要であると考えています。 
 
私たちは、持続可能な経営と環境保護のバランスを保ちながら、より多くの⽅々に安⼼・安
全な有機肥料を提供することを⽬指しています。引き続き、環境への貢献や社会的ニーズに
応えるための取組を邁進していくよう、社内各部署に対して指⽰をいたしました。 
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1. 環境管理責任者から代表者への報告 
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2. 代表者による全体の評価と⾒直し 
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環境経営活動の紹介 
（31 期 2023 年度の取組について） 
・試験栽培 
弊社は堆肥の製造業を⽣業としておりますので、⾃分たちが製造した堆肥が農作物の育成
にどのように作⽤するかは⼀番気になるところであります。そういった思いから、31 期に
おきましてもこれまで同様試験栽培に取り組んでまいりました。作物の成⻑は満⾜いくも
のであり、今期もいい堆肥を作れたと⾃負しているところです。ただ、従業員も農作業に精
通した者ばかりというわけでもないため、この分野の技能をどのように未経験者に伝授し
ていくかは今後の課題と⾔えると思っています。 
 
・地域との交流 
地域との交流という点におきましては、「はつかいち環境フェスタ」と「テトを祝う会 in東
広島」に参加し、ステークホルダーの⽅々との交流をはかりました。特に、海外のステーク
ホルダーの⽅との交流が持てたことは、今後の輸出事業においてプラスになると考えてい
るところです。弊社の堆肥は海外の⽅々からもご好評をいただいておりますので、これまで
以上にいい堆肥を作っていけるよう、より⼀層精進してまいります。 
 
・製品保管・出荷体制の改善 
製品の保管場所については、今期に新設したシャワー室の横に新規の保管場所を増設いた
しました。29 期から取り組んでいる製品保管場所の拡充ですが、今では⼤⼝の輸出需要に
充分対応可能なレベルになっております。今後は、製造した製品が保管場所で滞留する時間
のコントロールに着⽬し、回転率を上げて⾏こうと考えております。迅速な出荷体制を整え
製品の滞留を防ぐことで、製造現場の稼働率の向上を⽬指していく所存です。 
 
・設備更新等 
1次発酵⽤の⼤型重機を 1台更新しました。更新された古い⾞両は現在、予備⾞という扱い
です。予備⾞ができたことで、業者による重機のメンテナンス⽇であっても 1 次発酵場の
作業を⽌める必要がなくなりました。また、3次発酵場の中型重機も更新しました。重機の
更新を機に、オペレーターに対して⽇常のメンテナンスに関するレクチャーの再実施も⾏
いました。これらのことが、オペレーターの意識にいい⽅向に作⽤しております。また、1
次発酵場の屋根の⼀部の更新と通路の⼀部の改善、通路脇への側溝の設置などの⾬⽔対策
も⾏いました。これらの実施により、1次発酵場の作業性が向上いたしました。来期以降も
場内の⽼朽化した部分の更新をすすめてまいります。 
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廿⽇市市のイベント「はつかいち環境フェスタ」に参加し、ステークホルダーの⽅々との交
流をはかりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

31 期の活動の一部をご紹介いたします。 

はつかいち環境フェスタに参加しました。 
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１次発酵場に続く通路をコンクリートで舗装すると同時に、通路の脇に側溝を設けました。 
これにより、この⼯事によって⽔はけが良くなり、ダンプや重機等の⾞両が通⾏する際の安
全性が向上しました。 
 
※写真左：通路⼯事中の様⼦ 
※写真右：通路舗装後の状態（⾬天時） 
 
舗装を実施したことで⾬天時でもタイヤのスリップが発⽣しにくくなったことから、重機
の作業性も向上し、作業時間の短縮が実現しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 次発酵場に続く通路の舗装工事を実施しました。 
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弊社も 30 年以上の歴史があり、設備の⽼朽化も少しずつ⽬⽴つようになってきました。そ
こで 31 期におきましては、1次発酵場の屋根の⼀部の更新を実施いたしました。この更新
は、⾬漏れによる堆肥の発酵不良等を防ぐということが⽬的です。梅⾬⼊りする前に屋根の
更新を実施することで、次期（32 期）の堆肥製造に向けていい環境を整えることができま
した。 
 
※写真左：屋根の建設中の様⼦（建設作業⾃体は鉄⼯所に依頼） 
※写真右：完成後の屋根（32 期に⼊ってから撮影） 
 
右側の写真にあるように、今回更新した屋根の⼿前の通路の上空にも鉄⾻を設置していま
す。この部分には 32 期中に屋根を設置し、通路にも⾬天対策を実施する予定です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 次発酵場の屋根の一部を更新いたしました。 
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シャワー室を 2棟設置し、写真奥側を⼥性⽤、⼿前側を男性⽤としました。シャワー室の設
置に伴い、その周辺に屋根を設けました。このスペースを臨時の製品置き場とし、通常使⽤
している製品置き場が完全に埋まっている状態でも製品の置き場に困ることがないように
しました。これにより、⼤⼝の注⽂が⼊った場合でも製品置き場の⼼配をせずに製品の製造
を継続することが可能になりました。通常は、このスペースをフォークリフト等の駐⾞スペ
ースとして使⽤したり、パレット置き場として活⽤したりしています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奥のプレハブ２棟が 

シャワー室です。 

シャワー室と製品置き場を設置しました。 
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ドライバーの通常業務において発⽣するゴミを⼀時保管するためのゴミ置き場を屋根付き
で設置いたしました。いったんフレコンバッグの中にためておいて、その後定期的に回収し
ています。屋根を付けることで、天候の状態を⼼配することなくゴミ捨て場にゴミを置くこ
とができるようにしています。 
 
 
 
 
 
 

屋根付きの簡易ゴミ置き場を設置いたしました。 


